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セ
ク
ハ
ラ・パ
ワ
ハ
ラ
事
例
と
対
処
法

の
講
演
で
は
、セ
ク
ハ
ラ・パ
ワ
ハ
ラ
の
申

し
立
て（
各
地
の
労
働
局
に
解
決
援
助

や
調
停
を
求
め
る
こ
と
）が
年
々
増
加

し
て
い
る
。背
景
と
し
て
人
間
関
係
の

希
薄
化
や
雇
用
形
態
の
多
様
化
、競

争
の
激
化
や
成
果
主
義
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
に
よ
り
仕
事・職
場
に
関
す

る
ス
ト
レ
ス
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
、そ

し
て
セ
ク
ハ
ラ（
パ
ワ
ハ
ラ
含
む
）は

「
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」と
し
て
社

会
が
問
題
と
し
て
認
識（
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
）し
た
こ
と
が
、申
し
立
て
数
の
増
加

に
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
セ
ク
ハ
ラ
の
定
義（
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
第
11
条
に
よ
っ
て
規
制
）は
記

載
の
通
り
で
あ
る
が
、職
場
と
は
出
張

中
や
ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ（
接
待
や
事
実

上
職
務
の
延
長
の
場
合
）も
含
ま
れ
る
。

性
的
言
動
と
は
性
的
な
内
容
の
発
言

や
性
的
な
行
動
の
こ

と
で
あ
り
、対
価
型
・

環
境
型
の
二
つ
の
タ
イ

プ
に
分
類
さ
れ
る
。セ

ク
ハ
ラ
行
為
の
判
断
基

準
と
し
て
は
、一
定
の

職場のいじめ問題の円卓会議で紹介された
ある企業役員のメッセージ

≪すべての社員は、その家族にとって、自慢の娘や息子であった
り、尊敬されるお父さんやお母さんだったりする。そんな人たちを、
職場のハラスメントで苦しめたりすることがあってはいけない≫

客
観
性
は
あ
る
が
、同
じ
性
的
言
動
で

あ
っ
て
も
受
け
た
者（
被
害
者
）の
主

観（
相
手
が
不
快
な
人
、不
快
で
な
い

人
）に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

い
と
の
こ
と
。※

一
定
の
客
観
性
＝
平

均
的
労
働
者
の
感
じ
方・不
快
で
あ
る

と
中
止
を
求
め
て
も
止
め
な
い
な
ど
。

　
パ
ワ
ハ
ラ
は
、事
業
主
に
雇
用
管
理

上
必
要
な
措
置
の
義
務
付
け
る
特
別

法
は
な
い（
パ
ワ
ハ
ラ
行
為
が
刑
法
の
規

定
に
抵
触
ま
た
は
被
害
者
に
損
害
が

生
じ
た
場
合
は
刑
法
ま
た
は
民
法
で

処
罰
さ
れ
る
）。職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
に
は

６
つ
の
行
為
類
型
が
あ
る 

①
暴
行
な

ど「
身
体
的
な
攻
撃
」 

②
暴
言
な
ど

「
精
神
的
な
攻
撃
」 

③
隔
離・無
視
な

ど「
人
間
関
係
か
ら
の
切
り
離
し
」 

④

業
務
上
明
ら
か
に
不
要
な
こ
と
や
遂

行
不
可
能
な
こ
と
の
強
制
な
ど「
過
大

な
要
求
」 

⑤
業
務
上
の
合
理
性
な
く
、

能
力
や
経
験
と
か
け
離

れ
た
程
度
の
低
い
仕
事

を
命
じ
る
な
ど「
過
小

な
要
求
」 

⑥
私
的
な
こ

と
に
過
度
に
立
ち
入
る

「
個
の
侵
害
」。

　
判
断
基
準
は
、同
じ

言
動
で
も
、業
務
の
適

正
な
範
囲(

業
務
の
必
要

性
・
目
的
の
正
当
性
・
手

段
の
相
当
性
）で
あ
る

か・な
い
か
、セ
ク
ハ
ラ
と
違
っ
て
判
断
が

難
し
い（
業
務
上
の
指
導
と
の
線
引

き
）ケ
ー
ス
が
多
い
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
処
法
は
、
予
防

策
と
し
て 

①
職
場
か
ら
な
く
す
べ
き

で
あ
る
旨
を
明
確
に
示
す
ト
ッ
プ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ 

②
就
業
規
則
や
予
防
・

解
決
の
作
成
に
よ
り
ル
ー
ル
を
決
め
る 

③
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
実
態
を
把
握
す

る 

④
窓
口
担
当
者
の
適
切
な
対
応
や

研
修
等
の
教
育
を
実
践
す
る 

⑤
組

織
の
方
針
や
取
組
の
周
知
・
啓
発
を

行
う
、
の
以
上
５
点
で
あ
る
。

　
解
決
に
向
け
て
は
、相
談
窓
口
の
設

置
な
ど
制
度
を
設
け
る
だ
け
で
な
く
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
、不
利
益
取
扱

の
禁
止
を
行
う
な
ど
相
談
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
が
特
に
重
要
で
あ
る
、と

い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、セ
ク
ハ
ラ
は
パ
ワ
ハ
ラ
の一種

で
あ
り
、そ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
ほ
と
ん

ど
の
場
合「
立
場
の
強
い
者
が
立
場
の

弱
い
に
者
に
対
し
て
行
う
」。自
身
の

立
場
が
上
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
た

パ
ワ
ハ
ラ
が

根
底
に
あ

り
、ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の

防
止
は
組

合
運
動
に

も
繋
が
り

が
あ
る
の

で
は
な
い

か
と
述
べ

講
演
を
終

え
た
。

　
次
の
テ
ー
マ
で
あ
る
改
正
高
齢
者
雇

用
安
定
法
の
講
演
で
は
、急
速
な
高
齢

化
の
進
行
に
対
応
し
、高
齢
者
が
少
な

く
と
も
年
金
受
給
開
始
年
齢
ま
で
は

意
欲
と
能
力
に
応
じ
て
働
き
続
け
ら

れ
る
環
境
の
整
備
を
目
的
と
し
て
、高

年
齢
者
雇
用
安
定
法
の一
部
が
改
正

さ
れ
、平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
。

　
概
要
は
、１
．継
続
雇
用
制
度
の
対

象
者
を
限
定
で
き
る
仕
組
み
の
廃
止

（
労
使
協
定
に
よ
る
基
準
に
よ
る
選
別

の
廃
止
＝
経
過
処
置
あ
り
）
２
．継

続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を
雇
用
す
る

企
業
の
範
囲
の
拡
大（
雇
用
す
る
企
業

の
範
囲
を
グ
ル
ー
プ
企
業
ま
で
拡

大
）
３
．義
務
違
反
の
企
業
に
対
す
る

公
表
規
定
の
導
入（
勧
告
に
従
わ
な
い

企
業
名
の
公
表
）
４
．高
齢
者
雇
用

確
保
措
置
の
実
施
及
び
運
用
に
関
す

る
指
針
の
策
定（
指
針
の
根
拠
求
め
る

＝
継
続
雇
用
者
除
外
規
定
）で
あ
る
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
対
応
が
必
要
な

雇
用
確
保
措
置（
基
準
該
当
者
の
み

を
再
雇
用
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る

場
合⇒

原
則
希
望
者
全
員
雇
用
す
る

制
度
導
入
）や
高
齢
者
雇
用
の
手
法

（
多
様
な
就
労
形
態
・
能
力
に
見
合
っ

た
賃
金
・
高
齢
者
に
適
し
た
職
務
発

見
）及
び
就
業
規
則
を
改
正
す
る
場

合
の
５
つ
の
例（
定
年
引
上
げ・希
望
者

全
員
継
続
雇
用
・
基
準
設
け
て
経
過

措
置
入
れ
る
）を
挙
げ
て
解
説
さ
れ

た
。そ
し
て
雇
用
継
続
さ
れ
た
あ
と
の

給
与
以
外
の
年
金
支
給（
在
職
年
金
）

や
高
年
齢
継
続
給
付
金
の
制
度
に
つい

て
も
説
明
が
あ
り
、内
容
豊
富
な
研

修
で
あ
っ
た
。

　
中
部
労
福
協
第
３
回
代
表
者
会
議
が
２
０
１
３
年
２
月
18
日
、京
都
市
に
於
い

て
開
催
し
た
。議
案
は
、第
１
号
２
０
１
２
年
度

活
動
経
過
報
告
、第
２
号
議
案
、会
計
決
算
報

告
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
、続
く
、第
３

号
議
案
の
活
動
方
針
で
は
、「
中
央
労
福
協
代

表
者
会
議
」で
補
強
さ
れ
た
活
動
方
針
を
踏
ま

え
、中
部
労
福
協
２
０
１
３
年
度
活
動
方
針
補

強
案
が
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

予
算（
案
）、役
員
の
交
替
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
承

認
さ
れ
、代
表
者
会
議
は
終
了
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
活
動
　（
要
旨
）

　
１
． 

中
央
労
福
協
と
の
協
力・協
働
の
取
り
組
み

　
　
⑴
社
会
的
連
帯
を
深
め
る
運
動
と
政
策
の
実
現

①
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興・再
生
に
向
け
て

②
　
貧
困
や
多
重
債
務
の
な
い
社
会
に
向
け
て

③
　
消
費
者
運
動
と
の
連
携
の
促
進

④
　
連
帯
経
済
の
促
進
に
向
け
た
政
策
の
実
現

　
　
⑵
暮
ら
し
の
総
合
支
援

①
　
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
体
制
づ
く
り
と
着
実
な
推
進

②
　
パ
ー
ソ
ナ
ル・サ
ポ
ー
ト・サ
ー
ビ
ス

③
　
就
労・自
立
支
援
、仕
事
起
こ
し

④
　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
普
及
、促
進

⑤
　
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
の
充
実

⑥
　
退
職
者
、高
齢
者
と
の
連
携・支
援
の
活
動

⑦
　
介
護・子
育
て
支
援

　
　
⑶
協
同
事
業
団
体
の
利
用
促
進・支
援
の
取
組
み

①
　
協
同
事
業
団
体
の
利
用
促
進

②
　
労
働
者
福
祉
運
動
を
担
う
人
材
の
育
成・教
育
活
動

③
　
会
員
拡
大
と
財
政
基
盤
強
化
に
向
け
て

④
　
新
公
益
法
人
への
対
応

　
２
． 

事
業
団
体
の
活
動
支
援・基
盤
強
化
の
取
組
み

①
　
２
０
１
２
年
国
際
協
同
組
合
年
の
取
り
組
み
を
契
機
と
し
て
単
協・

　
　
３
ブ
ロッ
ク
に
お
い
て
も
事
業
団
体
と
の
協
同
事
業
向
上
に
努
力
し
て

　
　
い
く

②
　
労
働
金
庫
と
は
、北
陸・東
海・近
畿
ブ
ロッ
ク
単
位
を
基
本
と
し
た

　
　
活
動
を
進
め
る

③
　
全
労
済
と
は
中
日
本
事
業
を
窓
口
と
す
る
連
携
を
進
め
る

④
　
そ
の
他
の
事
業
団
体
は
各
府
県
を
基
本
に
進
め
る

　
３
． 

生
協
連・Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携
に
よ
る
食
の
安
全・地
域
福
祉
の
取
組
み

各
府
県
の
生
協
連
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
単
協
と
が
連
携
し
て
進
め
る
取
り
組

み
課
題
に
つい
て
、情
報
交
換
や
活
動
交
流
の
支
援
を
進
め
る

　
４
． 

政
策
制
度
要
求
に
向
け
た
自
治
体
要
請

自
治
体
への
要
請
活
動
に
つい
て
は
、各
府
県
の
実
情
に
応
じ
た
政
策・制
度

の
要
求
と
実
現
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
、他
府
県
の
要
請
項
目
に
つい
て

の
情
報
交
換
を
行
う

中
部
労
福
協
第
３
回
代
表
者
会
議

２
０
１
３
年
活
動
方
針
の
補
強
を
確
認

２月１３日(水)

２月１４日(木)

２月１４日(木)

２月１５日(金)

２月１５日(金)

計

開 催 日 開催日場所 テーマ 参加数講　師　名
ユニオンプラザ福井　 
３Ｆホール
坂井地域交流プラザ
　「いねす」交流ホール
はあとぴあ（美浜町)

勝山労働福祉会館

サンドーム福井管理棟

セクハラ・パワハラ
事例と対処法
セクハラ・パワハラ
事例と対処法
改正高齢者雇用
安定法について
セクハラ・パワハラ
事例と対処法
改正高齢者雇用
安定法について

土蔵コンサルタント事務所
　　勝　見　秀　樹　氏
土蔵コンサルタント事務所
　　辻　　浩　義　氏
特定社会保険労務士
　　湯　川　勢津子　氏
土蔵コンサルタント事務所
　　辻　　浩　義　氏
土蔵コンサルタント事務所
　　勝　見　秀　樹　氏

９８名

５３名

５０名

４５名

６７名

３１３名

セクハラの定義
事業主は、職場において行われる性的な言動に対するその
雇用する労働者の対応により、当該労働者がその労働条件
につき不利益を受け、又は当該性的な言動により当該労働者
の就業環境が害されることのないよう、当該労働者からの相
談に応じ、適切に対応するために必要な体制の整備その他
雇用管理上必要な措置を講じなければならない。
　　　　　　　　　　　　[男女雇用機会均等法第11条]

パワハラの定義
[職場のパワハラの予防・解決に向けた提言]

同じ職場で働く者に対して、職務上の地位や人間関係などの
職場内の優位性を背景に、業務の適正な範囲を超えて、精神
的・身体的苦痛を与える又は職場環境を悪化させる行為
　※上司・部下間に限らす、先輩・後輩間・同僚間含む

会場いっぱいの参加者

講演する勝見秀樹氏

　
労
福
協
と
連
合
福
井
各
地
域
協
議
会
主
催
の「
労
働
問
題
基
礎
講
座
」を
２
月
13
日
か
ら
15
日
に
わ
た
り
、５

地
域
で
開
催
し
ま
し
た
。３
地
域
は「
セ
ク
ハ
ラ
・パ
ワ
ハ
ラ
事
例
と
対
処
法
」、２
地
域
で
は「
改
正
高
齢
者
雇
用

安
定
法
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。（
日
程・講
師・参
加
数
等
は
開
催
表
参
照
）



(3)　改装第61号　2013年3月 改装第61号　2013年3月　(2)

ご利用に関するお問合せは
県民せいきょうコールセンターまで

■フリーダイヤル

0120‒016‒165（無料）
　　　　 または
■携帯電話・IP電話からは

0570‒016‒165（有料）

東日本大震災復興支援に向けた
「緑の募金」に1,100万円を贈呈しました。

「社会貢献付エコ住宅専用火災共済」の概要について

　2013年1月20日（日）福井市北体育館において、福井県労働
者福祉協議会、福井市・福井市綱引連盟の共催で、福井勤労
者綱引大会が開催されました。 （県内15チーム参加）。
試合は一般男子・混合・交流の各部ごとに競技を行い、各チー
ムとも駆け引き・合図や号令をかけながら、パワーみなぎる綱の
引き合いで、全参加チームの見ごたえのあるすばらしい競技大
会となりました。
　各部の入賞チームは次の通りです。

参加者の皆さん
■入賞チーム

［参考］　勤務時間による社会保険及び収入の状況

試合風景

講演する特定社労士 湯川勢律子氏
主催者として挨拶する 山岸克司理事長

会場風景

　2012年度下期の「くらしなんでも相談」は2013年2月9日（土）よ
り下記日程の通り実施いたしました。これは、労福協主体で連合福井
や福祉事業団体（労金・全労済・県民生協・労信協）から協力を得て、
年２回・休日に行うもので、各市(福井市除く)、同時期に順次、出張相
談窓口を開催しています。（開催のお知らせは、福井新聞、日刊福井新
聞及び各市の市政広報誌に掲載）
　弁護士（労福協の顧問）との法律相談が無料であるため、毎回、多
くの方が相談に来られます。今回の相談総数は20件でした。

　全労済では、「社会貢献付エコ住宅専用火災共済」の2012年
5月末の契約実績にもとづき、「公益社団法人 国土緑化推進機
構」の実施する「緑の募金」使途限定募金～東日本大震災復興
事業へ寄付することを決定し、2012年12月14日（金）に全労済
会館におきまして1,100万円を贈呈いたしました。
　この「緑の募金」は、被災地での海岸防災林等の森林整備や、
居住地域・学校周辺の緑化等の被災地復興事業に活用されます。

　全労済の「社会貢献付エコ住宅専用火災共済」は、オール電化住宅などのエコ
住宅専用の住宅保障プランです。地球環境にやさしいエコ住宅に居住しながら、
住宅の保障とともに環境に貢献することができる、社会に役立つ生活協同組合ら
しい共済商品です。
　2008年1月から取り扱いを開始しており、2012年5月末の契約件数は29,536
件となっております。共済に加入することで、住まいの保障とともに地球環境への
貢献につながるという特長を組合員の皆さまに共感いただき、環境意識の高まり
とともに、契約件数が年々増加しています。

2013.2．  9（土）

2013.2. 10（日）

2013.2. 10（日）

2013.2．17（日）

2013.2．23（土）

月  日

優　勝
準優勝
第3位

元三
４０シグナルズ
匠友

Ｓｎｏｗ Ｆａｉｒｉｅｓ
Ｐｕｒｅ シグナルズＡ
Ｐｕｒｅ シグナルズＢ

アイシン・エイ・ダブリュ工業労組
元気モリモリ
ファイティングファルコン

週30時間以上
正社員の4分の3以上の勤務

雇用保険
社会保険（健保・厚年）

・給与
・高年齢雇用継続給付金
　（60歳時給与の75%未満）
・在職年金
　(調整または全額停止)

（Ｃ）　(その他の)社員

週20時間以上～30時間未満
正社員の4分の3未満の勤務

雇用保険

・給与
・高年齢雇用継続給付金
　（60歳時給与の75%未満）
・年金全額支給

週20時間未満

なし

・給与
・年金全額支給

（B）　パート（A）　パート

勤　　　務

保険の適用

収　　　入

•週５日勤務制の会社に週３日まで勤務
•１日８時間労働の会社にパートで
　６時間未満の勤務
•毎月 15日未満の労働契約によって勤務
•常勤の役員が非常勤となった場合

一般男子の部 混合の部 交流の部

※2/16大野市・勝山市、2/17　坂井市は相談がありませんでした。

（Ａ）（Ｂ）のパートの場合は
　　年金１００％もらえます。

時  間 地  域 相談件数（20件)・内 容

10:00～13:00

  9:00～12:00

13:00～16:00

13:00～16:00

  9:00～12:00

敦賀市

越前市

鯖江市

あわら市

小浜市

2件 家庭問題・雇用延長

2件 不動産貸借・介護問題

10件 労働問題2件・
　　 相続関係3件・
　　 金銭関係3件・その他2件

3件 金銭問題・物品販売・介護問題

3件 不動産・年金未支給・その他

第23回

　2013年3月2日（土）　ユニオンプラザ福井にて、特定社
会保険労務士　湯川勢津子氏を講師に招き、《知っておき
たい》老後の生活資金の基礎となる‘年金受給’と60歳過
ぎの‘働き方’をテーマにセミナーを行った。
　今回の参加者募集は、市政広報や地元新聞等で開催
広告を行ったところ、予想を上回る40名（一般市民・勤労
者の方々）の参加があった。
　セミナーでは、最初に現在の公的年金（厚生・共済・国民
＝１階～3階建）制度や年金受給（受給資格期間・受給開
始年齢）及び年金額（特別支給老齢年金・加給年金・国
民年金等）について説明を行った。続いて、60歳過ぎの働

き方では ①バリバリ働く　②ちょこっと働く　③のんびりしたいに大別されるが、継続して働く場合の①（常
用として勤務）の健保・厚年継続加入・高年齢雇用継続給付の解説、②（短時間パート）の雇用保険のみ
加入（国保・任意継続、扶養家族）の場合について、③（退職）の失業保険と年金の選択など注意すべき
点、ポイントなどわかりやい説明であった。最後、参加者からの質問では、10名の方々から様 な々質問が寄
せられ、働き方による社会保険の関心の高さが感じられ有意義な研修会でした。


